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（
主

査
：

金
澤

一
郎

国
際
医
療
福
祉
大
学

大
学
院
長
）

平
成
１
９
年
１
０
月
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
科
学
技
術
・
学
術

審
議
会
に
対
し
、
「
長
期
的
展
望
に
立
つ
脳
科
学
研
究
の
基
本

的
構
想
及
び
推
進
方
策
に
つ
い
て
」
を
諮
問

こ
れ
を
受
け
、
同
審
議
会
の
下
に
「
脳
科
学
委
員
会
」
を
設
置
、

平
成
２
１
年
６
月
２
３
日
に
第
１
次
の
答
申

本
答
申
で
は
、
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
研
究
領
域
等
を
設
定
し
、

社
会
へ
の
明
確
な
応
用
を
見
据
え
て
対
応
が
急
務
と
さ
れ
る
課

題
に
つ
い
て
、
戦
略
的
に
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
言

重
点

的
に

推
進

す
べ

き
研

究
領

域
等

重
点

的
に

推
進

す
べ

き
研

究
領

域
等

①
脳
と

①
脳

と
社
会
・
教
育

社
会
・
教
育

（
豊
か

な
社

会
の

実
現

に
貢

献
す
る
脳
科
学
）

発
達

障
害
の

予
防
と

治
療

等
へ
の

脳
科

学
研
究

の
確

実
な

展
開

、
脳

科
学
と

人
文
社

会
科
学

と
の

融
合
に

よ
り

社
会
へ

貢
献

②
脳
と
心
身
の
健
康

②
脳

と
心
身
の
健
康

（
健
や

か
な

人
生

を
支

え
る

脳
科
学
）

睡
眠

障
害
の

予
防
、

ス
ト

レ
ス
の

適
切

な
処
理

、
生

活
習

慣
病

等
及

び
精
神

・
神
経

疾
患
の

発
症

予
防
・

早
期

診
断
な

ど
に

資
す

る
研

究

③
脳
と

③
脳

と
情
報
・
産
業

情
報
・
産
業

（
安
全

・
安

心
・

快
適

に
役

立
つ
脳
科
学
）

脳
型

情
報
処

理
シ
ス

テ
ム

や
脳
型

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ー

の
実

現
、

脳
内

情
報
機

序
の
解

明
を
通

じ
た

技
術
開

発
に

よ
り
社

会
へ

貢
献

○○
基
盤
技
術
開
発

基
盤
技
術
開
発

他
の

研
究
分

野
に
も

革
新

を
も
た

ら
す

基
盤
技

術
の

開
発

に
よ

り
、

我
が
国

に
お
け

る
科
学

技
術

全
体
の

共
通

財
産
を

構
築

概
要 高
齢
化
、
多
様
化
、
複
雑
化
が
進
む
現
代
社
会
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
の
克
服
に
向
け
て
、
脳
科
学
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
『
社
会
に
貢
献
す
る
脳
科
学
』
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
へ
の
応
用
を
明
確
に
見
据
え
た
脳
科
学
研
究
を
戦
略
的
に
推
進

す
る
た
め
、
脳
科
学
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
政
策
課
題
を
設
定
し
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
研
究
開
発
拠
点

（
中
核
と
な
る
代
表
機
関
と
参
画
機
関
で
構
成
）
等
を
整
備
す
る
。

脳脳
科科

学学
委委

員員
会会

脳
科

学
研

究
戦

略
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

社
会

脳
社

会
脳

①
豊
か
な
社
会
の
実
現
に

①
豊
か
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る
た
め
に

貢
献
す
る
た
め
に

社
会
性
障
害
（
自
閉
症
、
統

合
失
調
症
等
）
の
解
明
・
診

断
等
に
資
す
る
先
導
的
研
究

精
神

･
神

経
疾

患
の

克
服

を
目

指
す

脳
科

学
研

究

情
報

脳
情

報
脳

③
安
全
・
安
心
・
快
適
な

③
安
全
・
安
心
・
快
適
な

暮
ら
し
の
た
め
に

暮
ら
し
の
た
め
に

ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ﾝ
･
ﾏ
ｼ
ﾝ
･
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾌ
ｪ
ｰ
ｽ

ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ﾝ
･
ﾏ
ｼ
ﾝ
･
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾌ
ｪ
ｰ
ｽ

（
Ｂ

Ｍ
Ｉ

）
の

開
発

（
Ｂ

Ｍ
Ｉ

）
の

開
発

基
盤
技
術
開
発
：
モ
デ
ル
動
物
開
発

基
盤
技
術
開
発
：
モ
デ
ル
動
物
開
発

独
創
性
の
高
い
モ
デ
ル
動
物
の
開
発

独
創
性
の
高
い
モ
デ
ル
動
物
の
開
発

遺
伝
子
導
入
技
術
や
発
生
工
学
的

研
究
手
法
等
を
開
発
し
、
ヒ
ト
の
脳
研
究
等
に
必
要
な
独
創

性
の
高

い
モ
デ
ル
動
物
の
開
発
等
を
推
進

②
健
や
か
な
人
生
を

②
健
や
か
な
人
生
を

支
え
る
た
め
に

支
え
る
た
め
に

精
神
・
神
経
疾
患
の
発
生
の

仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
、
診

断
・
治
療
・
予
防
法
の
開
発

に
つ
な
げ
る

社
会

的
行

動
を

支
え

る
脳

社
会

的
行

動
を

支
え

る
脳

基
盤

の
計

測
・

支
援

技
術

基
盤

の
計

測
・

支
援

技
術

の
開

発
の

開
発

脳
の
情
報
を
計
測
し
、
脳
機

能
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

身
体
機
能
を
回
復
・
補
完
す

る
機
械
を
開
発

複
雑
か
つ
多
階
層
な
脳
機

能
を
解
明
す
る
た
め
に
、
脳
の
多
種
類
・

多
階
層
情
報
を
集
約
化
・

体
系
化
し
た
技
術
基
盤
を
構
築

基
盤
技
術
開
発
：
神
経
情
報
基
盤

基
盤
技
術
開
発
：
神
経
情
報
基
盤

健
康

脳
健健

康康
脳脳

課
題
Ｄ

課
題

Ｅ
、

Ｆ
課
題
Ａ
・
Ｂ

課
題

Ｃ

課
題

G

中
間

評
価

対
象

脳
科

学
研

究
戦

略
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
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１
．

Ｐ
Ｄ

・
Ｐ

Ｏ
に

関
す

る
評

価
２

．
課

題
Ｅ

全
体

評
価

３
．

研
究

班
の

研
究

内
容

に
関

す
る

評
価

P
D
・
P
O

柚
﨑

通
介

（
Ｐ
Ｏ
）

慶
應
義

塾
大

学

加
藤

忠
史

（
Ｐ
Ｏ
）

理
化
学

研
究

所

津
本

忠
治

（
Ｐ
Ｄ
）

理
化
学

研
究

所

代
表
研
究
者

水
澤

英
洋

東
京
医
科
歯
科

大
学

研
究
班
長

平
成

2
4
年

度
「
脳

科
学

研
究

戦
略

推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
中

間
評

価
対

象
（
課

題
Ｅ
）

元
気
な
老

い
班
：

健
康
な
脳

老
化
が

病
的
な
脳
老
化

に
至
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
岡

澤
均

東
京
医
科
歯
科
大
学

活
力
あ
る
暮
ら
し
班
：

脳
に
よ
る
心
と
体
の
恒
常
性
維
持
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

功
刀

浩
国

立
精

神
・
神
経

医
療

研
究
セ
ン
タ
ー

健
や

か
な
育
ち
班
：

脳
神
経
発
生
・
発
達
に
お
け
る
健
康
逸
脱
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

田
中

光
一

東
京
医
科
歯
科
大
学

４
．

分
担

研
究

者
の

研
究

内
容

に
関

す
る

評
価

発
生

過
程
の

可
視

化
に

よ
る
海
馬
と
大
脳
新
皮
質

の
形

成
機
構

の
解

明
仲

嶋
一

範
慶
應
義

塾
大

学

間
脳
形
成
に
お
け
る
遺

伝
子

環
境
相

互
作

用
下

郡
智

美
理
化
学

研
究

所

発
達

障
害
児

社
会

性
認

知
に
関
す
る
臨
床
研
究

稲
垣

真
澄

国
立

精
神
・
神

経
医
療

研
究

セ
ン
タ
ー

環
境
か
ら
み
た
脳
神
経

発
生
・
発
達
の
健
康
逸
脱

機
序

の
解
明

遠
山

千
春

東
京
大

学

扁
桃
体
の
遺
伝
子
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
作
成

と
脳

の
形
成
異
常
及
び
興
奮
性

増
大
に
起
因
す
る
機
能

障
害

の
解
明

田
中

光
一

東
京
医

科
歯

科
大
学

健
や
か
な
育
ち
班

分
担
研
究
者

睡
眠
に
関
わ
る
生
物
時

計
及
び
恒
常
性
維
持
機
構

の
機
能
評
価
ス
キ
ル
の
開

発
と
そ
の
臨

床
展

開

三
島

和
夫

国
立

精
神
・
神

経
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー

生
体
恒
常
性
維
持
に
お
け

る
視
床
下
部
ネ
ス
フ
ァ
チ

ン
回

路
網
と
迷
走

神
経
を

介
し
た
末
梢

環
境

情
報

矢
田

俊
彦

自
治
医
科
大

学

「
発

育
期

社
会
的

隔
離
ス

ト
レ
ス
に
関
連
し
た
機
能

分
子
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
系

の
開
発
」

功
刀

浩
国

立
精

神
・
神

経
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー

脳
の

正
常
老

化
と
異
常

老
化
を
分
岐
す
る
環
境
由
来

の
脳
リ
ン
酸
化
シ
グ
ナ
ル

の
解

明

岡
澤

均
東

京
医

科
歯

科
大

学

脳
老
化
と
神
経
変
成
に
お

け
る
環
境
・
遺
伝
要
因
の

解
析

水
澤

英
洋

東
京

医
科
歯

科
大

学

代
謝

恒
常
性

の
破

綻
と
環

境
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
脳
老

化
・
変
性

促
進
の

分
子

機
構

の
解

明

岩
坪

威
東

京
大

学

環
境
ス
ト
レ
ス
が

脳
分

子
ス
ト
レ
ス
と
神
経
変

性
を
招

来
す
る
分
子
機
構
の
解
明

一
條

秀
憲

東
京

大
学

脳
老
化
促
進
因
子
で
あ
る

細
胞

内
タ
ン
パ
ク
質

蓄
積

－
制

御
機
構

の
解

明
貫

名
信

行
理

化
学

研
究

所

活
力
あ
る
暮
ら
し
班

分
担
研
究
者

元
気
な
老
い
班

分
担
研
究
者
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中間評価票 

 

（平成２４年８月現在） 

１．課題名 脳科学研究戦略推進プログラム 

２．評価結果 

（１）課題の進捗状況      

本年度は、平成２２年度から開始した「心身の健康を維持する脳の分子基盤と環

境因子（課題Ｅ）」については３年目であることから、その進捗状況とこれまでに

得られた成果及び今後の戦略について中間評価を実施した。 

本課題全体としては、これまでに得られた成果は優れており、研究目標の達成に

向け着実な進捗が認められる。個別の進捗及び取組状況については以下のとおり。

 

【ＰＤ・ＰＯに関する評価】 

ＰＤ・ＰＯの運営に関する取組は大変優れていると評価できる。社会還元という

出口に向かっての課題Ｅ全体の方向付けに大いに貢献し、その結果としてプログラ

ムは全体的に円滑に進んでいる。社会還元を考えて、“ヒトの疾患との関連性”を

目標として的確に位置付け、目標への道筋の不明確な個別研究に陥りがちであるこ

とに対し適切な指導をしている。具体的な例として、「健やかな育ち」班を活性化

するための課題採択時の組替の指示、サイトビジット・分科会・成果報告会での進

捗管理、総括班会議を通じた重点的な指導などがある。それらの成果として、横断

的プロジェクト「生涯に亘る健康脳の分子基盤と食・環境ストレス」が設定された

ことは高く評価できる。 

 

【事業全体に関する評価】 

着実な進捗は認められるが、当初の計画や期待より遅れている課題があり、分担

研究者によっては手堅い成果に終始し基礎研究から本プログラムの目標に至る道筋

が明確でない例が見られる。 

また、課題全体の横断プロジェクトである「生涯に亘る健康脳の分子基盤と食・

環境ストレス」における進捗はやや不十分であり、今後の取組に期待したい。今後、

代表研究者による一層きめ細かなマネジメントの下で課題内、更に課題外との連携

が進めば、質の高い研究が更に発展する潜在力はある。そのためにも問題点を明確

にして、研究体制を改善する必要がある。 
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【研究内容に関する評価】 

個別研究としてはおおむね質の高い研究が進行していると評価でき、成果も上が

っているが、研究班としての研究内容は、大変優れているというものから、計画の

見直しが必要なものまでばらつきがあった。それぞれの研究班内で本プログラムの

趣旨に合致するよう方向性の統一、達成目標の再設定を行い、更なる連携研究に期

待したい。 

各研究班の進捗及び取組状況については以下のとおり。 

 

健やかな育ち班については、進捗状況及び得られた成果は十分とは言い難く、班

全体としての研究計画の見直しを考慮すべきである。優れた成果も見受けられ、進

捗を認めることができるが、本プログラムの課題を達成するという観点に立つ、あ

るいは班として俯瞰するならば、個別研究の不統一な集合、という印象が強い。そ

れぞれの班員の研究能力は高いので、研究内容や方針を精査し、本プログラムの趣

旨に合致する班としての達成目標の実現に向け、変更や方針転換を図り、班全体の

方向性を明確にする必要がある。社会貢献への「道筋」に沿った班全体の研究方針

を立て、利用価値の高い知的財産や新規治療薬開発につながるための具体的研究を

進めることが求められる。脳機能の回復法の開発は全てげっ歯類のレベルであり、

果たしてヒトにどのように成果還元できるかについては未知数と言わざるを得な

い。 

 

活力ある暮らし班については、進捗状況及び得られた成果は大変優れていると評

価できる。目的達成に向けた進捗が認められ、社会への貢献への道筋は十分に提示

されている。班内の３グループ間でテーマに即した有機的な連携体制が作られてお

り、これを更に進展・統合させることにより、病態解明や治療法開発につなげるこ

とを期待したい。また、全体的に論文発表は多く、特許出願も行われており、成果

は順調に得られている。研究テーマは、飽食、夜型社会、経済不況のストレスと、

恒常性の破綻という全体のテーマに沿って比較的良く統合されている。各班員の能

力は高く、他のグループとの連携にもかなり積極的であるため、研究成果を更に進

展・統合させることにより、うつ病、睡眠・リズム障害、疲労、肥満などの病態解

明並びに治療法開発につなげることを期待したい。 

 

元気な老い班については、進捗状況及び得られた成果は優れており、本課題達成

に向けての進捗は認められる。しかし連携などの観点から全体的に見るとその進捗

は十分とは言えない。今後、外的因子と内的維持機構の相互作用に着目した更なる

成果を期待したい。老化シグナルの基礎研究では高い成果を上げているので、脳の

「正常老化」と「異常老化」の違いをさらに明らかにすることを期待したい。成果

の一部は、死後脳バンク研究への有益な示唆を与えるものであり、死後脳バンク研

究との密接な連携が望まれる。当初の研究計画からすると、現時点では、一部に認
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知症の病態研究にとどまっている感の研究もある。個々の研究者の質は高いので、

今後、環境因子・内的因子の相互関係を解明しつつ、将来、治療法開発につながる

ことを期待したい。 

 

（２）各観点の再評価と今後の研究開発の方向性 

【ＰＤ・ＰＯに関する評価】 

ＰＤ・ＰＯの指導・助言は適切であるがそれがいまだ成果として十分に実を結ん

でいない研究もある。特に「健やかな育ち班」は目標が十分に定まっていないと思

われる。５年という限られた時間のプロジェクトで、社会還元への道筋を示すとい

う高い目標を設定しているので、今後更にＰＤ・ＰＯの継続的な指導が望まれる。

また、一部の研究者が多くの他事業研究にも参画しているので、研究の切り分け、

本研究への集中ができているかに目配りしてほしい。 

 

【研究の進捗に関する評価】 

本課題全体の進捗状況及び得られた成果は優れており、次年度以降も引き続き実

施することが適当であると評価できる。連携体制の構築努力がなされており、「食」

に着目して学術的に迫ろうとしたのはユニークである。 

しかし、研究班内での方向性の統一がいまだ不十分で、現状のままでは残された

２年間で課題の目標にどこまで迫れるかが懸念される研究班もある。 

基礎研究においては優れた成果を上げており、研究者の能力はあるので、課題の

目標を達成するための研究を意識的に遂行することができれば、社会還元への成果

が期待できる。そのため社会還元に関して、どのような出口を想定するのか、目標

達成に向け何が着実な方法なのかについて熟慮し、それに沿った達成目標を設定

し、課題内外での更なる連携を図りつつ研究を進めてほしい。今後、課題Ｆ「精神・

神経疾患の克服を目指す脳科学研究」との連携が重要となるであろう。 

また、本プログラム生命倫理課題が運営する「生命倫理相談窓口」の活用を促し

てほしい。社会への成果の発信、人材育成に関しては、特に個々の研究者によるば

らつきが大きく、各分担研究者が一層意識するように促してほしい。 
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（
主
査

：
金
澤

一
郎

日
本
学
術
会
議
会
長
）

平
成
１
９
年
１
０
月
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
科
学
技
術
・
学
術

審
議
会
に
対
し
、
「
長
期
的
展
望
に
立
つ
脳
科
学
研
究
の
基
本

的
構
想
及
び
推
進
方
策
に
つ
い
て
」
を
諮
問

こ
れ
を
受
け
、
同
審
議
会
の
下
に
「
脳
科
学
委
員
会
」
を
設
置
、

平
成
２
１
年
６
月
２
３
日
に
第
１
次
の
答
申

本
答
申
で
は
、
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
研
究
領
域
等
を
設
定
し
、

社
会
へ
の
明
確
な
応
用
を
見
据
え
て
対
応
が
急
務
と
さ
れ
る
課

題
に
つ
い
て
、
戦
略
的
に
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
言

重
点

的
に

推
進

す
べ

き
研

究
領

域
等

重
点

的
に

推
進

す
べ

き
研

究
領

域
等

①
脳
と

①
脳

と
社
会
・
教
育

社
会
・
教
育

（
豊
か

な
社

会
の

実
現

に
貢

献
す
る
脳
科
学
）

発
達

障
害
の

予
防
と

治
療

等
へ
の

脳
科

学
研
究

の
確

実
な

展
開

、
脳

科
学
と

人
文
社

会
科
学

と
の

融
合
に

よ
り

社
会
へ

貢
献

②
脳
と
心
身
の
健
康

②
脳

と
心
身
の
健
康

（
健
や

か
な

人
生

を
支

え
る

脳
科
学
）

睡
眠

障
害
の

予
防
、

ス
ト

レ
ス
の

適
切

な
処
理

、
生

活
習

慣
病

等
及

び
精
神

・
神
経

疾
患
の

発
症

予
防
・

早
期

診
断
な

ど
に

資
す

る
研

究

③
脳
と

③
脳

と
情
報
・
産
業

情
報
・
産
業

（
安
全

・
安

心
・

快
適

に
役

立
つ
脳
科
学
）

脳
型

情
報
処

理
シ
ス

テ
ム

や
脳
型

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ー

の
実

現
、

脳
内

情
報
機

序
の
解

明
を
通

じ
た

技
術
開

発
に

よ
り
社

会
へ

貢
献

○○
基
盤
技
術
開
発

基
盤
技
術
開
発

他
の

研
究
分

野
に
も

革
新

を
も
た

ら
す

基
盤
技

術
の

開
発

に
よ

り
、

我
が
国

に
お
け

る
科
学

技
術

全
体
の

共
通

財
産
を

構
築

概
要 高
齢
化
、
多
様
化
、
複
雑
化
が
進
む
現
代
社
会
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
の
克
服
に
向
け
て
、
脳
科
学
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
『
社
会
に
貢
献
す
る
脳
科
学
』
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
へ
の
応
用
を
明
確
に
見
据
え
た
脳
科
学
研
究
を
戦
略
的
に
推
進

す
る
た
め
、
脳
科
学
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
政
策
課
題
を
設
定
し
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
研
究
開
発
拠
点

（
中
核
と
な
る
代
表
機
関
と
参
画
機
関
で
構
成
）
等
を
整
備
す
る
。

脳脳
科科

学学
委委

員員
会会

脳
科

学
研

究
戦

略
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

社
会

脳
社

会
脳

①
豊
か
な
社
会
の
実
現
に

①
豊
か
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る
た
め
に

貢
献
す
る
た
め
に

社
会
性
障
害
（
自
閉
症
、
統

合
失
調
症
等
）
の
解
明
・
診

断
等
に
資
す
る
先
導
的
研
究

精
神

･
神

経
疾

患
の

克
服

を
目

指
す

脳
科

学
研

究

情
報

脳
情

報
脳

③
安
全
・
安
心
・
快
適
な

③
安
全
・
安
心
・
快
適
な

暮
ら
し
の
た
め
に

暮
ら
し
の
た
め
に

ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ﾝ
･
ﾏ
ｼ
ﾝ
･
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾌ
ｪ
ｰ
ｽ

ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ﾝ
･
ﾏ
ｼ
ﾝ
･
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾌ
ｪ
ｰ
ｽ

（
Ｂ

Ｍ
Ｉ

）
の

開
発

（
Ｂ

Ｍ
Ｉ

）
の

開
発

基
盤
技
術
開
発
：
モ
デ
ル
動
物
開
発

基
盤
技
術
開
発
：
モ
デ
ル
動
物
開
発

独
創
性
の
高
い
モ
デ
ル
動
物
の
開
発

独
創
性
の
高
い
モ
デ
ル
動
物
の
開
発

遺
伝
子
導
入
技
術
や
発
生
工
学
的

研
究
手
法
等
を
開
発
し
、
ヒ
ト
の
脳
研
究
等
に
必
要
な
独
創

性
の
高

い
モ
デ
ル
動
物
の
開
発
等
を
推
進

②
健
や
か
な
人
生
を

②
健
や
か
な
人
生
を

支
え
る
た
め
に

支
え
る
た
め
に

精
神
・
神
経
疾
患
の
発
生
の

仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
、
診

断
・
治
療
・
予
防
法
の
開
発

に
つ
な
げ
る

社
会

的
行

動
を

支
え

る
脳

社
会

的
行

動
を

支
え

る
脳

基
盤

の
計

測
・

支
援

技
術

基
盤

の
計

測
・

支
援

技
術

の
開

発
の

開
発

脳
の
情
報
を
計
測
し
、
脳
機

能
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

身
体
機
能
を
回
復
・
補
完
す

る
機
械
を
開
発

複
雑
か
つ
多
階
層
な
脳
機

能
を
解
明
す
る
た
め
に
、
脳
の
多
種
類
・

多
階
層
情
報
を
集
約
化
・

体
系
化
し
た
技
術
基
盤
を
構
築

基
盤
技
術
開
発
：
神
経
情
報
基
盤

基
盤
技
術
開
発
：
神
経
情
報
基
盤

健
康

脳
健健

康康
脳脳

脳
科

学
研

究
戦

略
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム

課
題
Ｄ

課
題
Ｅ
、
Ｆ

課
題
Ａ
・
Ｂ

課
題

Ｃ

課
題

G

事
後
評
価
対
象

事
後
評
価
対
象

事
後
評
価
対
象

事
後
評
価
対
象
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脳
科

学
研

究
戦

略
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

課
題

Ａ
,Ｂ

,Ｃ
の

概
要

及
び

予
算 ５
．

３

０
．

９

５
．

３

５
．

３

２
．

８

５
．

２

５
．

６

１
．

２

６
．

０

２
７

．
６

５
．

４
６

．
０

課
題

Ｃ
（

モ
デ

ル
動

物
開

発
）

課
題

Ｃ
（

モ
デ

ル
動

物
開

発
）

独
創

性
の

高
い

モ
デ

ル
動

物
の

開
発

１
２

．
６

３
．

７
４

．
０

課
題

Ｂ
課

題
Ｂ

（
情

報
脳

）
Ｂ

Ｍ
Ｉ

個
別

研
究

事
業

（
６

課
題

）

２
８

．
２

５
．

７
６

．
０

課
題

Ａ
課

題
Ａ

（
情

報
脳

）
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｲ
ﾝ
･
ﾏ
ｼ
ﾝ
･
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾌ
ｪ
ｰ
ｽ

(Ｂ
Ｍ

Ｉ
)の

開
発

３
４

．
８

平
成

２
４

年
度

３
５

．
９

平
成

２
３

年
度

１
３

４
．

６
２

３
．

９
２

３
．

０
１

７
．

０
脳

科
学

研
究

戦
略

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

全
体

）

合
計

平
成

２
２

年
度

平
成

２
１

年
度

平
成

２
０

年
度

研
究

開
発

拠
点

整
備

事
業

（
課

題
Ａ

）
に

お
け

る
研

究
を

補
完

す
る

要
素

的
研

究
や

関
連

技
術

の
開

発
を

推
進

す
る

個
別

研
究

事
業

。

平
成

２
０

年
度

か
ら

１
８

課
題

を
開

始
し

実
施

期
間

は
原

則
３

年
間

と
し

た
が

、
評

価
等

の
結

果
に

よ
っ

て
は

、
最

大
２

年
間

の
延

長
も

あ
り

得
る

と
し

て
い

た
。

３
年

度
目

の
中

間
評

価
結

果
等

を
踏

ま
え

、

１
８

課
題

の
う

ち
２

課
題

は
課

題
Ａ

に
参

画
、

６
課

題
を

継
続

と
し

た
。

脳
の

働
き

や
精

神
神

経
疾

患
の

病
態

を
解

明
す

る
に

は
ヒ

ト
で

観
察

さ
れ

る
高

次
脳

機
能

を
実

験
的

に
検

証
で

き
る

個
体

レ
ベ

ル
の

動
物

実
験

が
必

須
。

そ
の

際
、

従
来

行
わ

れ
て

き
た

動
物

実
験

を
高

度
化

す
る

た
め

に
は

、
特

定
部

位
へ

の
遺

伝
子

導
入

や
遺

伝
子

改
変

の
技

術
開

発
に

加
え

実
験

動
物

の
高

い
品

質
を

維
持

管
理

す
る

技
術

等
の

開
発

が
必

要
と

な
る

。

こ
の

た
め

、
中

核
と

な
る

代
表

機
関

と
参

画
機

関
で

構
成

さ
れ

た
研

究
開

発
拠

点
を

形
成

し
、

遺
伝

子
導

入
技

術
や

発
生

工
学

的
研

究
手

法
等

を
開

発
し

、
ヒ

ト
の

脳
機

能
研

究
や

精
神

神
経

疾
患

研
究

等
に

重
要

と
な

る
、

研
究

用
ニ

ホ
ン

ザ
ル

及
び

研
究

用
マ

ー
モ

セ
ッ

ト
を

用
い

た
独

創
性

の
高

い
モ

デ
ル

動
物

の
開

発
等

を
推

進
。

シ
ス

テ
ム

神
経

科
学

や
計

算
論

的
神

経
科

学
に

立
脚

し
つ

つ
、

様
々

な
要

素
技

術
を

用
い

た
以

下
の

研
究

項
目

等
を

組
み

合
わ

せ
て

、
脳

情
報

双
方

向
活

用
技

術
や

、
脳

内
情

報
を

解
読

・
制

御
す

る
こ

と
に

よ
り

、
脳

機
能

を
理

解
す

る
と

と
も

に
脳

機
能

や
身

体
機

能
の

回
復

・
補

完
を

可
能

と
す

る
ブ

レ
イ

ン
・

マ
シ

ン
・

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

（
Ｂ

Ｍ
Ｉ

）
の

開
発

を
推

進
。

課
題
Ｃ

(平
成

20
年
度
～
平
成

24
年
度

) 概
要

課
題
Ｃ

(平
成

20
年
度
～
平
成

24
年
度

) 概
要

課
題
Ａ

(平
成

20
年
度
～
平
成

24
年
度

) 概
要

課
題
Ａ

(平
成

20
年
度
～
平
成

24
年
度

) 概
要

課
題
Ｂ

(平
成

20
年
度
～
平
成

24
年
度

) 概
要

課
題
Ｂ

(平
成

20
年
度
～
平
成

24
年
度

) 概
要

（
単

位
：

億
円

）
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１
．

Ｐ
Ｄ

・
Ｐ

Ｏ
に

関
す

る
事

後
評

価

２
．

課
題

Ａ
事

業
全

体
に

関
す

る
事

後
評

価

P
D
・
P
O

陣
上

久
人

（
Ｐ
Ｏ
）

赤
澤

智
宏

（
Ｐ
Ｏ
）

京
都
大
学

大
学
院
医
学

研
究
科

東
京
医
科

歯
科
大
学
大

学
院
保
健
衛

生
学
研
究

科

中
西

重
忠

（
Ｐ
Ｄ
）

大
阪

バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
研

究
所

代
表
研
究
者

平
成

２
４
年

度
「
脳

科
学

研
究

戦
略

推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
事

後
評

価
対

象
１

「
日
本
の
特
長
を
活
か
し
た
BM
Iの

統
合

的
研

究
開
発
」

川
人

光
男

(株
)国

際
電
気
通
信
基
礎

技
術
研
究
所
(A
TR
) 
脳
情

報
通

信
総
合

研
究

所

代
表

機
関

３
．

課
題

Ａ
代

表
機

関
の

研
究

内
容

に
関

す
る

事
後

評
価

森
本

淳

井
澤

淳

神
谷

之
康

「
日
本
の
特
長
を
活
か
し
た
BM
Iの

統
合

的
研
究
開
発
」

川
人

光
男

（
拠

点
長
）

（
株

）
国
際

電
気

通
信

基
礎
技
術
研
究
所
(A
TR
) 
脳

情
報

通
信
総

合
研

究
所

分
担

機
関

「
大

脳
視
覚

連
合

野
の

皮
質

脳
波

か
ら

文
字

／
図

形
を

直
接

指
示

す
る

低
侵

襲
B
MI
」

長
谷

川
功

新
潟
大
学
大
学
院

医
歯
学
総
合
研
究
科

「
筋

電
信
号

を
中

心
と

し
た

指
ま

で
を

含
む
多
自
由
度
BM
Iの

開
発
」

小
池

康
晴

東
京
工
業
大
学

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
研
究

機
構

「
BM
Iの

た
め
の
入
出
力
系
デ
バ
イ
ス
技

術
開

発
と
脳

神
経

倫
理

学
的

検
討

」
横

井
浩

史
電
気
通
信
大
学
大
学
院

情
報
理
工
学
研
究
科

「
BM
Iの

た
め
の
非
侵
襲
脳
活
動
計
測
装

置
NI
RS
－
EE
Gシ

ス
テ
ム
の
開
発
」

井
上

芳
浩

（
株
）
島
津
製
作
所

医
用
機
器
事
業
部

「
動

物
実
験

に
よ

る
、

ブ
レ

イ
ン

・
マ

シ
ン

・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

開
発

に
向

け
た

人
工

知
覚

・
中

枢
神

経
刺

激
法

の
開

発
と
BM
I用

統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」

南
部

篤
自
然
科
学
研
究
機
構

生
理
学
研
究
所

「
ブ

レ
イ
ン

・
マ

シ
ン

・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

臨
床

応
用

を
目

指
し

た
医

工
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
－

「
機

能
代

償
シ

ス
テ

ム
」

か
ら

「
治

療
シ

ス
テ

ム
」

へ
－

」

里
宇

明
元

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

「
皮

質
脳
波

を
用

い
た

ブ
レ

イ
ン

マ
シ

ン
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
に

よ
る

脳
機

能
再

建
」

吉
峰

俊
樹

大
阪
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科

４
．

課
題

Ａ
分

担
機

関
の

研
究

内
容

に
関

す
る

事
後

評
価

（
敬

称
略

）
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実
施

機
関

平
成

２
４
年

度
「
脳

科
学

研
究

戦
略

推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
事

後
評

価
対

象
２

５
．

課
題

Ｂ
実

施
機

関
の

研
究

内
容

に
関

す
る

事
後

評
価

「
大

規
模
双
方
向
グ
リ
ッ
ド
電
極
シ
ス

テ
ム

の
開
発
」

藤
井

直
敬

理
化

学
研
究

所
脳
科

学
総

合
研

究
セ
ン

タ
ー

「
連

合
野
１
ミ
リ
領
域
の
平
均
神
経
活

動
が

表
す
物
体
カ
テ
ゴ
リ
ー
関
連
情

報
」

田
中

啓
治

理
化

学
研
究

所
脳
科

学
総

合
研

究
セ
ン

タ
ー

「
ヒ

ト
に
お
け
る
脳
内
植
込
み
電
極
と

体
内
埋
設
刺
激
デ
バ
イ
ス
を
用
い
た
BM
I

の
開

発
」

片
山

容
一

日
本

大
学
医

学
部

「
BM
Iを

中
心
と
し
た
脳
科
学
研
究
に
対

す
る

倫
理
審
査
手
法
の
開
発
」

赤
林

朗
東
京

大
学
大

学
院

医
学

系
研
究

科

「
高

分
解
能
人
工
網
膜
デ
バ
イ
ス
の
開

発
」

太
田

淳
奈
良

先
端
科

学
技

術
大

学
院
大

学
物
質

創
成

科
学

研
究
科

「
高

解
像
度
人
工
網
膜
電
極
の
開
発
・

評
価

」
不

二
門

尚
大
阪

大
学
大

学
院

医
学

系
研
究

科

「
先

端
的
遺
伝
子
導
入
・
改
変
技
術
に

よ
る

脳
科
学
研
究
の
た
め
の
独
創
的
霊

長
類

モ
デ
ル
の
開
発
と
応
用
」

伊
佐

正
自
然

科
学
研

究
機

構
生
理

学
研
究

所

６
．

課
題

Ｃ
事

業
全

体
に

関
す

る
事

後
評

価

代
表
研
究
者

代
表
機
関

7
．

課
題

Ｃ
代

表
機

関
の

研
究

内
容

に
関

す
る

事
後

評
価

山
森

哲
雄

自
然
科
学
研
究
機
構

基
礎
生
物
研
究
所

「
先

端
的
遺

伝
子

導
入

・
改

変
技

術
に

よ
る

脳
科

学
研

究
の

た
め

の
独

創
的

霊
長

類
モ

デ
ル

の
開

発
と

応
用

伊
佐

正
（
拠

点
長
）

自
然
科
学
研
究
機
構

生
理
学
研
究
所

分
担
機
関

渡
邉

大
京
都
大
学
大
学
院
医

学
研
究

科

中
村

克
樹

髙
田

昌
彦

「
新

規
レ
ン

チ
ウ

イ
ル

ス
ベ

ク
タ

ー
の

開
発

と
細
胞

標
的

法
へ

の
応

用
」

小
林

和
人

福
島
県
立
医
科
大
学

医
学
部

附
属
生
体
情
報
伝
達
研

究
所

「
コ

モ
ン
マ

ー
モ

セ
ッ

ト
の

遺
伝

子
改

変
技
術
の
基
盤
整
備
（
ES
／
体
細
胞
ク

ロ
ー

ン
技
術

の
応

用
）

」
外

丸
祐

介
広
島
大
学
自
然
科
学

研
究
支

援
開
発
セ
ン
タ
ー

「
コ

モ
ン
マ

ー
モ

セ
ッ

ト
の

遺
伝

子
改

変
技

術
の
基

盤
整

備
」

佐
々

木
え

り
か

実
験
動
物
中
央
研
究
所

応
用
発
生
学
研
究
部

「
ア

デ
ノ
随

伴
ウ

イ
ル

ス
ベ

ク
タ

ー
を

用
い

た
脳
機

能
の

制
御

技
術

の
開

発
」

小
澤

敬
也

自
治
医
科
大
学

分
子
病
態
治
療
研
究

セ
ン
タ

ー

「
遺

伝
子
改

変
コ

モ
ン

マ
ー

モ
セ

ッ
ト

に
よ

る
ヒ
ト

神
経

疾
患

モ
デ

ル
の

開
発

」
岡

野
栄

之
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部

「
遺

伝
子
改

変
霊

長
類

モ
デ

ル
の

開
発

と
高

次
脳
機

能
の

解
析

」

大
石

高
生

京
都
大
学
霊
長
類
研

究
所

８
．

課
題

Ｃ
分

担
機

関
の

研
究

内
容

に
関

す
る

事
後

評
価

（
敬

称
略

）
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事後評価票 

 

（平成２４年８月現在） 

１．課題名 脳科学研究戦略推進プログラム 

２．評価結果 

（１）課題の達成状況 

 本年度は、本プログラムの「プレイン・マシン・インターフェース（BMI）の開発

（課題Ａ・Ｂ）」及び「独創性の高いモデル動物の開発（課題Ｃ）」が開始５年目の

終了年度に当たることから、事後評価を実施した。 

 所期の目標が一部達成困難な課題があるが、課題全体としては、事業終了までに

おおむね所期の目標が達成される見込みであり、目標を上回る成果も既に得られて

いる。 

 

（２）成果 

【ＰＤ・ＰＯに関する評価】 

○ ＰＤ・ＰＯは、課題全体を総括的に展望してその進捗状況を判断し、課題実施

者に適切な指示・助言を与えて指導し研究の方向性を示すなど、大変優れたマネ

ジメントを行っており、研究全体の成功のために大きな貢献があったと高く評価

される。本課題は、世界に先駆けて数多くの注目すべき研究成果を上げたが、そ

こに至る過程において、個別研究事業間の協力体制の調整を行い、個別研究では

達成できない共同的・統合的成果の実現を可能にしたＰＤ・ＰＯの役割は極めて

大きい。 

○ ＰＤ・ＰＯは定期的に会議等を開催して総括的問題の検討を行うとともに、サ

イトビジット等により研究の進捗状況や問題点を直接把握したが、これらの取組

は、各課題への助言及び目標・方針の見直し等の適切な指導が行われる上で極め

て有効であった。その中で、ＰＤ・ＰＯ・研究代表者が議論の上、目標の達成が

困難な参画機関に対して辞退を求める、再公募を行う、課題間の組替え・配置換

えを行うなど思い切った修正を加えることで、全体計画の目標達成に向けた取組

がなされたことは高く評価される。また、脳科学委員会や文部科学省との連絡調

整も密に行われた。 

○ ＰＯはよくＰＤをサポートし、現場研究者の研究活動管理に対して迅速かつ機

動力のある対応をするなど、進捗管理に貢献する優れた活動を行った。 

12



○ 必要に応じてワークショップ等を開催し、啓発活動も適切に展開している。特

に、倫理的・法的・社会的課題（ELSI）については、その重要性に鑑み、課題内

外への情報提供や体制整備を行って問題への取組を迅速に行っており、その対応

に係るリーダーシップは特筆すべきである。 

○ 事務局は、ＰＤ・ＰＯの優れた業務実績を支える的確な支援を行い、本課題の

成功に大きく貢献した。脳科学研究と社会との関係を意識した普及・啓発活動に

ついても適切な支援を行ってきているが、これは今後も継続的に進められるべき

施策であり、その支援方策についても更に検討がなされることを期待する。 

 

【課題Ａ ブレイン・マシン・インターフェース（BMI）の開発（研究開発拠点整備

事業）に関する評価】 

○ 目標として掲げた①皮質脳波(ECoG)-BMI、②BMI リハビリテーション、③近赤

外分光法(NIRS)−脳波(EEG)システム、④システム神経科学（脳活動・行動・認知

情報の同時記録統合）の４点について、当初の目標を十分に上回るとともに、低

侵襲・非侵襲型 BMI 技術に係る我が国の研究水準を上げ、世界をリードする成果

が得られた。中でも、革新的なデコーディッドニューロフィードバック法が開発

されたこと、ECoG-BMI と BMI リハビリテーションに関する臨床試験が開始され、

その効果が実証されつつあり、今後多施設ランダム化比較試験等に進む成果を上

げていることが特筆される。また、脳情報に関わる基礎理論の面、計測装置の開

発、脳活動・行動・認知情報の同時記録統合データベース構築においても着実な

進展があった。 

○ これらの成果は、適切な戦略とマネジメントの下で拠点長が強いリーダーシッ

プを発揮し、参画機関間の研究分担体制と共同研究を十分に生かしたからこそ得

られたものであり、このことが、各研究者の相互作用を活性化し、その創造性を

引き出し、全体としての優れた成果の創出につながったものと考えられる（論文

数１５６のうち１７、特許出願３４のうち１０が、複数の参画機関による成果）。

○ 倫理的・法的・社会的課題（ELSI）については、法律・指針にのっとって適切

に対応しており、倫理相談窓口の開設もなされたが、よりしっかりとした検討を

行い、日本人の特徴を生かした解決策を提示することができればなお良かったも

のと考えられる。また、シンポジウム、講演会、報道発表、サイエンスカフェ、

ホームページなどを通した研究成果の外部への発信を行うとともに、研究成果展

開に向けた企業へのアピールも行っている。学際的研究分野に従事する若手のポ

スドク等を積極的に新規雇用し人材の育成に努めたことも高く評価される。 

 

【課題Ｂ ブレイン・マシン・インターフェース（BMI）の開発（個別研究事業）

に関する評価】 
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 課題Ｂは、研究開発拠点整備事業である課題Ａにおける研究を補完する要素的研

究や関連技術の開発を目的として６課題を実施している。一部の課題については、

得られた成果が十分とは言い難いものがあるが、おおむね所期の目標を達成する成

果が得られている。 

 特に、脳内植込み電極と体内埋設刺激デバイスを用いた脳卒中後の不随意運動を

制御するオンデマンド型の BMI-DBS（脳深部刺激療法）の開発や、これを MCS（大脳

皮質運動野刺激術）に応用して脳卒中後の片麻痺の神経リハビリテーションを促進

する方法を確立したことは、高く評価される。また、BMI を中心とした脳科学研究

に対する倫理審査手法の開発を目的とした課題は、インフォームド・コンセントの

統一書式の作成、偶発的所見についての対処法の提言、倫理相談窓口の開設・運営

（平成 22 年度まで課題Ａと共同で実施）、研究者へのコンサルテーションサービス

の提供などを実施し、今後の科学研究プログラムの実施体制を構築するに当たり、

その倫理的側面に対応するための一つの有効なモデルとなり得る成果を上げてお

り、さらに広い科学技術と倫理、社会との関係として深められることが望まれる。

 

【課題Ｃ 独創性の高いモデル動物の開発（研究開発拠点整備事業）に関する評価】

○ 拠点長等の適切なマネジメントの下、実施課題間等で連携し、成果創出に向け

た取組がなされ、課題公募時の目的はほぼ達成されている。ただし、一部の研究

グループでは研究の進捗に遅れが見られ、得られた成果が十分とは言い難いもの

があった。本課題はいずれのプロジェクトも単独では成し得ない共同研究を前提

に成立するものであり、拠点長は、それぞれの共同研究の内容を常に把握しつつ、

情報交換を促進し、有用なツールは常に課題全体で共有し、いち早く取り入れる

ことができるように努めたが、もう少し課題全体として有機的なつながりを強め

ることが必要であった。 

○ マカクザルやマーモセットを利用し、種々の遺伝子導入・遺伝子改変技術の開

発を行うことにより、トランスジェニックマーモセットの作出など世界に先駆け

て独創的な霊長類モデルを開発する技術が確立されたことは、高く評価される。

このことにより、パーキンソン病モデルなど、ヒトに近いモデル動物が作出され

るに至った。また、マカクザルにおいても、ウイルスベクターを用いた神経回路

選択的遺伝子発現制御法を進展させ、経路選択的・可逆的な機能障害を実現して

行動の障害まで観察することができたことは、現在拡大しつつある研究領域で世

界的なイニシアティブをとったことを意味する。トランスジェニック技術を用い

なくとも経路選択的な機能操作を実現できる技術として、今後の高次脳機能研究

のキーテクニックとなり得る成果として特筆される。 

○ 発表論文数は多いが、それに比して特許出願数が少なく、知的財産獲得への意

識改革と更なる努力が必要である。また、社会一般に向けた情報発信になお一層
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の努力が求められる。  

 

（３）今後の展望 

【プログラム全体】 

○ 本プログラムには、脳そのものの解明を通じて人間の行動と人間社会の理解に

寄与するとともに、精神・神経疾患の治療と予防につなげ、人の QOL の増進を図

る重要な課題が課せられている。ＰＤ・ＰＯが社会への貢献のために臨床に近い

研究の発展にも留意したことが、現段階で既に本プログラムの延長上に厚生労働

省において臨床研究等がスタートする成果を生み出したと評価される。今後、こ

うした臨床に寄与する成果が更に生み出されるとともに、その基礎となる脳その

ものの解明が進み、その両輪がうまくかみ合って、本プログラム全体の目標実現

に向けて更なる発展が期待される。 

○ 普及・啓発活動、人材育成については、各機関や個々の研究者の一層の自発的

努力が必要である。特に、一般社会に向けた情報発信については、それぞれの機

関と研究者が社会への説明責任を果たす上で必須であり、課題終了後もそれぞれ

機関・研究者の意識を更に高めるための方策が練られることが期待される。 

 

【課題Ａ・Ｂ ブレイン・マシン・インターフェース（BMI）の開発に関する評価】

○ 現在の高齢化社会において高齢化に伴う脳機能、身体機能を補完し得る BMI 技

術の臨床応用は緊急テーマであるが、本課題の成果はこれらを実現し得るもので

ある。今後、本分野における臨床研究が大きく進み、基礎科学の臨床医療への応

用として社会への還元を十分に果たしていくものと考えられる。研究の更なる発

展とともに、企業への技術移転とその普及が望まれる。また、より困難な精神・

神経疾患の革新的治療法へとつながることが期待され、脳活動と行動の因果関係

に関する研究に端緒を開いたデコーディッドニューロフィードバック法について

は、基礎的な研究開発を進めるともに、複数の精神疾患臨床研究グループと共同

研究をしていくことが望ましい。 

○ ただし、人の脳機能の情報をデータとして用いる際には、今後とも細心の配慮

が求められる。また、倫理的課題への対応策・解決策に係る研究が、医療倫理等

の理論的成果に基盤を置きつつ、一般社会との適切な双方向コミュニケーショ

ン・ELSI 対応によって実践的に鍛えられて行く過程は、今後の BMI の健全な発展

にとって不可欠である。 

 

【課題Ｃ 独創性の高いモデル動物の開発に関する評価】 

○ 今後は、精神・神経疾患モデルを作出して病態の解明や治療法・予防法の開発
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につなげていくとともに、他の疾患モデルを作出することにより、更に広く社会

に貢献していくこと、トランスジェニック法のみならず、様々な新しいクローン

技術、相同組換え法、ウイルスベクターによる遺伝子導入技術等を組み合わせた

更なる発展が期待される。また、既に開始されているように作出した遺伝子改変

マーモセット及びウイルスベクターを研究者に広く分配する仕組みを確立するこ

とが求められる。そして今後、知的財産に関する取組を増すことも必要である。

○ 霊長類研究は、多くの時間・コスト・人力を必要とする。本課題の実施におい

ても例外でなく、本技術の移転・普及はたやすくないが、人の高次脳機能の解明、

精神・神経疾患の克服に向けて重要な手段である。これまで、基礎的研究におい

ては優れた成果が上がっているが、実用化にはまだ時間がかかるものと考えられ

る。しかし、遺伝子改変マーモセット作製技術、ウイルスベクター開発技術はと

もに世界をリードしているものと考えられ、今後、日本発の技術として国内外へ

の普及を真剣に考える必要がある。とりわけ遺伝子改変マーモセットについては、

課題内外の研究者に分配する仕組み作りに着手しているが、次の段階として作出

に係る低コスト化が望まれ、安定的な繁殖と供給も必須である。今後は、責任機

関をより明確化しつつ本技術の継承と発展、普及体制の構築が図られるべきと考

える。 
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